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■
令
和
６
年
度
　
林
野
庁
関
係

予
算
概
算
要
求
の
概
要

林
野
庁
は
、
令
和
６
年
度
予
算
概
算
要
求
を

財
務
省
に
提
出
し
た
。
重
点
事
項
は
、「
新
た

な
花
粉
症
対
策
の
展
開
と
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
」、
要
求
額
は
３

５
５
、７
１
２
百
万
円
（
前
年
度
当
初
予
算
額

３
０
５
、６
６
７
、
対
前
年
度
比
１
１
６
・

4
％
）
と
し
、
内
訳
は
、
公
共
事
業
費
が
２
３

５
、０
０
３
百
万
円
（
同
１
９
７
、９
３
９
百
万

円
、
同
１
１
８
・
7
％
）、
非
公
共
事
業
費
が

１
２
０
、７
０
９
百
万
円
（
同
１
０
７
、７
２
８

百
万
円
、
同
１
１
２
・
0
％
）
と
な
っ
た
。
公

共
事
業
費
の
内
訳
は
、
治
山
事
業
費
７
４
、６

０
２
百
万
円
（
同
６
２
、２
９
１
百
万
円
、
同

１
１
９
・
8
％
）、
森
林
整
備
事
業
費
１
５
０
、

０
０
２
百
万
円
（
同
１
２
５
、２
４
９
百
万
円
、

同
１
１
９
・
8
％
）
等
。

非
公
共
事
業
の
目
玉
と
な
る
「
花
粉
削
減
・

グ
リ
ー
ン
成
長
総
合
対
策
」
は
、
２
２
２
億
円

（
同
１
６
１
億
円
）。
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
30

年
後
の
花
粉
発
生
量
の
半
減
に
向
け
て
ス
ギ
人

工
林
の
伐
採
・
植
替
え
等
の
花
粉
発
生
源
対
策

に
加
え
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
の
実
現

に
向
け
て
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
森
林
・
林

業
・
木
材
産
業
政
策
を
総
合
的
に
支
援
す
る
交

付
金
を
創
設
す
る
等
の
取
組
を
推
進
す
る
こ

と
。
こ
の
対
策
は
次
の
事
業
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。

ア　

新
た
な
花
粉
症
対
策
の
展
開

イ　

林
業
・
木
材
産
業
の
生
産
基
盤
強
化

ウ　

林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進

エ　

建
築
用
木
材
供
給
・
利
用
の
強
化

オ　

木
材
需
要
の
創
出
・
輸
出
力
の
強
化

カ　

林
業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保

キ　
「
新
し
い
林
業
」
の
経
営
モ
デ
ル
の
構
築

ク　

意
欲
と
能
力
の
あ
る
経
営
者
へ
の
融
資
の

円
滑
化

ケ　

山
村
の
活
性
化

こ
れ
ら
の
事
業
の
う
ち
木
材
産
業
に
関
連
の

深
い
事
業
を
抜
粋
し
て
次
に
紹
介
す
る
。

ア
．
新
た
な
花
粉
症
対
策
の
展
開

〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
等
の
加
速
化

や
ス
ギ
材
の
需
要
拡
大
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木

の
生
産
拡
大
、
林
業
の
生
産
性
向
上
及
び
労
働

力
の
確
保
、
花
粉
の
飛
散
量
の
予
測
、
花
粉
飛

散
防
止
剤
の
早
期
実
用
化
へ
の
支
援
等
を
一
体

的
に
実
施
す
る
総
合
的
な
花
粉
症
対
策
を
進
め

る
。

〈
事
業
の
内
容
〉

１
．
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
等
の
加
速
化

花
粉
の
少
な
い
苗
木
へ
の
伐
採
・
植
替
え
に

係
る
森
林
所
有
者
へ
の
普
及
啓
発
の
実
施
・
協

力
金
の
交
付
、
伐
採
・
植
替
え
に
寄
与
す
る
路

網
整
備
や
伐
採
・
植
替
え
の
一
貫
作
業
の
導
入

等
を
支
援

２
．
ス
ギ
材
の
需
要
拡
大

横
架
材
の
ス
ギ
材
へ
の
置
換
え
に
資
す
る
集

成
材
工
場
の
整
備
、
建
築
事
業
者
に
よ
る
ス
ギ

材
の
利
用
、
ス
ギ
材
の
需
要
拡
大
に
向
け
た
国

民
運
動
を
促
進
す
る
取
組
等
を
支
援

３
．
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大

官
民
を
挙
げ
た
苗
木
増
産
体
制
の
強
化
、
細

胞
増
殖
技
術
を
活
用
し
た
苗
木
大
量
増
産
技
術

の
開
発
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
広
域
流
通
等

を
支
援

４
．
林
業
の
生
産
性
向
上
及
び
労
働
力
の
確
保

木
材
加
工
業
者
に
よ
る
高
性
能
林
業
機
械
の

導
入
に
よ
る
生
産
性
向
上
や
、
農
業
等
他
産
業

と
の
連
携
や
外
国
人
材
の
新
規
就
業
者
の
育

成
・
確
保
、
伐
採
や
造
林
へ
の
新
規
参
入
等
を

支
援

５
．
花
粉
飛
散
量
の
予
測
・
飛
散
防
止

花
粉
飛
散
予
測
に
資
す
る
ス
ギ
雄
花
花
芽
調

査
や
手
法
の
開
発
、
航
空
レ
ー
ザ
計
測
・
解
析

の
実
施
、
花
粉
飛
散
防
止
剤
の
空
中
散
布
技
術

の
確
立
等
を
支
援

イ
．
林
業
・
木
材
産
業
の
生
産
基
盤
強
化

〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

路
網
の
整
備
・
機
能
強
化
、
高
性
能
林
業
機

械
の
導
入
、
搬
出
間
伐
の
実
施
、
再
造
林
の
低

コ
ス
ト
化
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
苗
木
の
安
定

供
給
と
と
も
に
、
木
材
加
工
流
通
施
設
、
特
用

林
産
振
興
施
設
の
整
備
等
の
川
上
か
ら
川
下
ま

で
の
取
組
を
総
合
的
に
支
援

〈
事
業
の
内
容
〉

１
．
林
業
・
木
材
産
業
生
産
基
盤
強
化
対
策

路
網
の
整
備
・
機
能
強
化
、
高
性
能
林
業
機

械
の
導
入
、
搬
出
間
伐
の
ほ
か
、
木
材
加
工
流

通
施
設
、
特
用
林
産
振
興
施
設
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
促
進
施
設
、
木
造
公
共
建
築
物
の
整

備
や
、
森
林
境
界
の
明
確
化
等
を
支
援

２
．
再
造
林
低
コ
ス
ト
化
促
進
対
策

再
造
林
に
係
る
低
コ
ス
ト
化
を
進
め
る
た

め
、
低
密
度
植
栽
等
の
低
コ
ス
ト
造
林
や
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
コ
ン
テ
ナ
苗
の
増
産
に
向

け
た
施
設
整
備
等
を
支
援
。
さ
ら
に
、
再
造
林

に
向
け
た
川
上
か
ら
川
下
ま
で
一
体
と
な
っ
た

取
組
を
支
援

ウ
．
建
築
用
木
材
供
給
・
利
用
の
強
化

〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

森
林
経
営
の
持
続
性
を
担
保
し
つ
つ
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
化
や
建
築
用
木
材
の
利
用

実
証
・
普
及
等
の
都
市
の
木
造
化
等
促
進
、
製

材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
・
Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
技
術
開
発
・
普
及
等

を
通
じ
た
建
築
物
へ
の
利
用
環
境
整
備
に
よ
る

安
定
需
要
拡
大
を
支
援

〈
事
業
の
内
容
〉

１
．
森
林
を
活
か
す
都
市
の
木
造
化
等
促
進
総

合
対
策
事
業

①
中
層
建
築
物
に
重
点
を
置
い
た
建
築
用
木
材

（
木
質
耐
火
部
材
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
等
）
の

利
用
実
証
、
改
正
建
築
基
準
法
等
に
対
応
し

た
強
度
や
耐
火
性
に
優
れ
た
建
築
用
木
材
に

係
る
技
術
の
開
発
・
普
及
を
支
援
（
※
１
）

②
円
滑
な
木
材
供
給
の
た
め
の
環
境
整
備
に
向

け
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
が
連
携
し
た
木
材

安
定
供
給
体
制
の
構
築
や
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
向
け
た
中
小
工
務

店
と
製
材
工
場
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
電
気
代
高

騰
に
対
応
し
た
省
エ
ネ
設
備
の
リ
ー
ス
導
入

等
を
支
援

２
．
Ｃ
Ｌ
Ｔ
・
Ｌ
Ｖ
Ｌ
等
の
建
築
物
へ
の
利
用

環
境
整
備
事
業

①
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
に
向
け
、
寸
法
の
標
準
化
に
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係
る
設
計
・
建
築
の
実
証
等
※
１
を
支
援

②
中
高
層
・
非
住
宅
建
築
物
へ
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
・
Ｌ

Ｖ
Ｌ
や
製
材
等
の
利
用
に
向
け
、
標
準
的
な

木
造
化
モ
デ
ル
の
作
成
や
低
コ
ス
ト
な
接
合

金
物
の
開
発
等
を
支
援

③
大
径
材
等
の
活
用
に
向
け
た
設
計
手
法
や
効

率
的
な
加
工
技
術
の
開
発
・
普
及
を
支
援

④
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
等
の
設
計
者
・
施
工
者
の
育

成
へ
の
支
援
や
Ｂ
Ｉ
Ｍ
（
※
２
）
を
活
用
し

た
設
計
・
施
工
手
法
等
の
標
準
化
に
向
け
た

検
討
、
森
林
・
林
業
の
持
続
可
能
性
を
求
め

る
国
際
的
な
動
き
に
対
応
し
た
木
材
供
給
に

向
け
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
検
討
を
実
施

※
１　

都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進
法
に
基

づ
く
協
定
締
結
者
を
優
先
的
に
支
援

※
２　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
（Building Inform

ation M
od-

eling

）
…
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
部
材
の
仕
様

等
の
様
々
な
属
性
情
報
を
併
せ
持
つ
３
次
元

の
建
築
物
の
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
シ
ス
テ
ム

エ
．
木
材
需
要
の
創
出
・
輸
出
力
の
強
化

〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

非
住
宅
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
利
用
促
進

や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
環
境
整
備
、
木
材

製
品
の
輸
出
の
促
進
、
特
用
林
産
物
の
競
争
力

強
化
等
に
よ
る
木
材
需
要
の
拡
大
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利

用
の
促
進
を
図
る
た
め
の
支
援
等
を
行
う
。

〈
事
業
の
内
容
〉

１
．
非
住
宅
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
事
業

木
の
効
果
の
見
え
る
化
や
、
非
住
宅
建
築
物

の
木
造
化
に
係
る
維
持
管
理
・
コ
ス
ト
に
関
す

る
情
報
発
信
、
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進

法
に
基
づ
く
協
定
締
結
者
に
対
す
る
相
談
窓
口

の
体
制
強
化
等
を
支
援

２
．
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
環
境
整
備
事
業

林
地
残
材
の
活
用
を
更
に
促
進
す
る
た
め
の

効
率
的
な
収
集
作
業
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
実

証
、「
地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
普
及
に
向

け
た
取
組
等
を
支
援

３
．
木
材
製
品
輸
出
拡
大
実
行
戦
略
推
進
事
業

産
地
協
議
会
の
設
置
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
等
に

よ
る
木
材
輸
出
産
地
の
育
成
、
輸
出
拡
大
の
意

向
の
あ
る
木
材
事
業
者
に
対
す
る
専
門
家
に
よ

る
助
言
を
行
う
取
組
、
海
外
で
の
木
造
技
術
講

習
会
の
開
催
等
を
支
援

４
．「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
」
実
施
支
援
事
業

事
業
者
に
よ
る
合
法
性
確
認
の
取
組
や
普
及

啓
発
の
支
援
、
合
法
性
確
認
人
材
の
養
成
、
違

法
伐
採
関
連
情
報
等
の
提
供
等
を
実
施

５
．
国
産
特
用
林
産
物
の
国
際
競
争
力
強
化
・

生
産
性
向
上
対
策
事
業

特
用
林
産
物
の
生
産
性
向
上
等
に
取
り
組
む

生
産
者
の
モ
デ
ル
的
取
組
、
お
が
粉
等
の
需
給

動
向
の
把
握
、
輸
出
先
国
の
ニ
ー
ズ
・
制
度
等

の
情
報
収
集
、
輸
入
き
の
こ
に
係
る
簡
易
Ｄ
Ｎ

Ａ
鑑
定
技
術
の
開
発
・
実
証
等
を
支
援

オ
．「
新
し
い
林
業
」
の
経
営
モ
デ
ル
の
構
築

〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
新
た
な
技
術
の
導
入

に
よ
り
、
伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収

支
が
プ
ラ
ス
と
な
る
「
新
し
い
林
業
」
の
経
営

モ
デ
ル
の
構
築
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
国
有

林
に
お
い
て
生
産
・
造
林
の
効
率
化
技
術
等
の

実
証
を
行
う
。

〈
事
業
の
内
容
〉

１
．
経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業

民
間
団
体
等
が
、
研
究
機
関
な
ど
の
支
援
機

関
と
共
同
し
た
実
証
事
業
を
行
う
林
業
経
営
体

を
選
定
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
者
が
新
た
な
技

術
の
導
入
に
よ
り
、
森
林
調
査
か
ら
素
材
生
産
・

流
通
、
再
造
林
に
至
る
ま
で
収
支
が
プ
ラ
ス
と

な
る
取
組
を
行
う
の
に
必
要
な
経
費
を
支
援

県
）

Ａ
Ｌ
Ｌ
地
域
材
で
の
Ｄ
Ｌ
Ｔ
商
品
開
発
及
び

販
売
促
進

⑤
社
会
福
祉
法
人
幸
仁
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
木

育
・
木
づ
か
い
ネ
ッ
ト（
埼
玉
県
・
東
京
都
）

林
福
連
携
に
よ
る
地
域
材
製
品
の
デ
ザ
イ
ン

と
福
祉
事
業
者
間
共
有
に
向
け
た
取
り
組
み

⑥
フ
ル
タ
ニ
ラ
ン
バ
ー
（
株
）（
石
川
県
）

能
登
ヒ
バ
の
音
響
価
値
共
有
と
楽
器
材
の
活

用
創
出
に
よ
る
需
要
拡
大
で
ア
テ
林
業
を
つ
な

ぐ⑦
国
産
材
安
定
供
給
体
制
構
築
に
向
け
た
小
委

員
会
（
愛
知
県
）

横
架
材
流
通
を
中
心
と
し
た
広
域
Ｓ
Ｃ
Ｍ
シ

ス
テ
ム
の
構
築
実
証
～
川
上
と
川
下
が
ウ
ィ
ン

ウ
ィ
ン
の
関
係
に
な
る
た
め
に
～

⑧
越
井
木
材
工
業
株
式
会
社
（
大
阪
府
）

喫
煙
場
所
を
心
地
よ
い
空
間
に
す
る
た
め
の

ス
ギ
木
口
ス
リ
ッ
ト
マ
グ
ネ
ッ
ト
材
導
入
に
よ

る
実
証
事
業

⑨
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
つ
れ
も
て
ネ
ッ
ト
南
紀
熊

野
（
和
歌
山
県
）

山
林
所
有
を
２
０
０
年
永
続
す
る
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
構
築

⑩
徳
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

中
大
規
模
建
築
物
へ
の
木
材
供
給
体
制
構
築

⑪
協
同
組
合
福
岡
・
大
川
家
具
工
業
会
（
福
岡

県
）

「
森
に
賑
わ
い
を
」
大
径
材
を
活
用
し
製
作

し
た
「
イ
ン
テ
リ
ア
Ｃ
Ｌ
Ｔ
」
を
用
い
た
マ
ル

シ
ェ
キ
ッ
ト
で
「
セ
ン
ダ
ン
植
樹
マ
ル
シ
ェ
」

を
開
催
し
、
森
と
人
を
つ
な
ぐ

○
持
続
性
が
確
保
さ
れ
た
木
材
流
通
の
た
め
の

立
木
取
引
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
の
場
の
構
築

8
月
29
日
、（
一
社
）
林
業
機
械
化
協
会
と

（
一
社
）
国
産
材
を
活
用
し
日
本
の
森
林
を
守

２
．
国
有
林
活
用
型
生
産
・
造
林
モ
デ
ル
実
証

事
業
国
有
林
に
お
い
て
、
新
た
な
生
産
・
造

林
の
効
率
化
技
術
等
の
実
証

■
令
和
5
年
度
顔
の
見
え
る
木

材
供
給
体
制
構
築
事
業
が
ス
タ 

ー
ト森

令
和
5
年
度
林
野
庁
補
助
事
業
「
顔
の
見

え
る
木
材
供
給
体
制
構
築
事
業
」
の
支
援
を
受

け
る
実
施
団
体
が
全
国
で
11
団
体
決
定
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
よ

る
グ
リ
ー
ン
成
長
の
実
現
に
向
け
、
森
林
経
営

の
持
続
性
が
確
保
さ
れ
た
木
材
の
流
通
を
促
す

仕
組
み
作
り
や
供
給
体
制
の
構
築
、
安
定
需
要

の
獲
得
に
向
け
た
分
野
横
断
的
な
連
携
グ
ル
ー

プ
等
に
よ
る
取
組
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
よ
る

木
材
の
安
定
供
給
体
制
の
強
化
、
付
加
価
値
の

高
い
構
造
材
・
内
装
材
・
家
具
・
建
具
な
ど
幅

広
い
分
野
で
の
木
材
の
利
用
拡
大
や
普
及
活
動

に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
も
の
。
事
業
は
全

木
連
、
木
材
情
報
セ
ン
タ
ー
、
全
市
連
が
実
施
。

外
部
の
有
識
者
委
員
の
審
査
を
経
て
選
定
さ
れ

た
実
施
団
体
と
取
組
名
は
次
の
通
り
。

①
（
一
社
）
林
業
機
械
化
協
会
、（
一
社
）
国

産
材
を
活
用
し
日
本
の
森
林
を
守
る
運
動
推

進
協
議
会

持
続
性
が
確
保
さ
れ
た
木
材
流
通
の
た
め
の

立
木
取
引
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
の
場
の
構
築

②
上
川
地
域
水
平
連
携
協
議
会
（
北
海
道
）

流
通
チ
ャ
ネ
ル
の
多
角
化
に
よ
る
北
海
道
上

川
地
方
産
認
証
木
材
の
需
要
拡
大

③
株
式
会
社
仙
台
木
材
市
場
（
宮
城
県
）

公
共
建
築
物
向
け
地
域
産
材
等
供
給
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
と
杉
大
径
材
・
広
葉
樹
等
の
公
共
建

築
物
で
の
利
活
用
の
検
討

④
北
鹿
地
域
林
業
成
長
産
業
化
協
議
会
（
秋
田
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て
「
今
後
の
木
材
需
給
の
動
向
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
特
別
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。講
演
は
、

世
界
か
ら
見
た
日
本
の
森
林
資
源
（
人
工
林
面

積
8
位
、
人
工
林
の
総
蓄
積
２
位
）、
世
界
の

丸
太
生
産
量
（
針
葉
樹
丸
太
生
産
量
13
位
）、

建
築
分
野
に
お
け
る
木
材
利
用
状
況
、
輸
入
材

か
ら
国
産
材
へ
の
転
換
の
動
き
、
持
続
可
能
な

森
林
経
営
に
資
す
る
木
材
取
引
協
定
の
事
例
、

建
築
関
係
法
令
の
改
正
、
建
築
基
準
法
の
改
正

に
よ
る
木
造
住
宅
へ
の
影
響
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
に

か
か
る
周
辺
の
状
況
、
木
材
流
通
業
へ
の
期
待

等
の
幅
広
い
内
容
で
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

■
令
和
4
年
度
の
森
林
環
境
譲

与
税
の
取
組
状
況

林
野
庁
は
、
令
和
4
年
度
に
お
け
る
森
林
環

境
譲
与
税
の
取
組
状
況
（
速
報
版
）
を
取
り
ま

と
め
8
月
23
日
に
公
表
し
た
。こ
れ
に
よ
る
と
、

令
和
4
年
度
に
お
け
る
森
林
環
境
譲
与
税
の
決

算
額
（
速
報
値
）
は
、
４
０
０
億
円
（
市
区
町

村
分
：
３
４
１
億
円
、都
道
府
県
分
：
58
億
円
）

と
な
り
、
活
用
額
は
着
実
に
増
加
。
令
和
5
年

る
運
動
推
進
協
議
会
が
実
施
す
る
「
持
続
性
が

確
保
さ
れ
た
木
材
流
通
の
た
め
の
立
木
取
引

（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
の
場
の
構
築
」
の
第
１
回
有

識
者
委
員
会
が
東
京
都
港
区
に
て
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
取
組
は
、
国
産
材
の
活
用
は
進
ん
で

い
る
が
価
格
低
迷
で
再
造
林
が
進
ま
ず
、
森
林

経
営
の
持
続
性
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
や
環
境
を

意
識
す
る
需
要
側
と
そ
れ
に
応
え
る
供
給
側
と

の
出
会
い
の
場
が
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
再
造

林
コ
ス
ト
を
直
接
的
に
反
映
さ
せ
た
立
木
取
引

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
持
続
性
を
確
保
し
た
木

材
の
安
定
供
給
と
森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
向

上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
立
木

取
引
シ
ス
テ
ム
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
構
築

し
、立
木
の
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、ド
ロ
ー

ン
、
３
６
０
度
写
真
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
の
活
用

に
よ
り
効
率
化
を
図
る
。
ま
た
、
流
通
の
段
階

に
お
い
て
持
続
性
の
担
保
さ
れ
た
木
材
を
識
別

す
る
た
め
の
仕
組
み
の
構
築
や
持
続
的
な
森
林

経
営
の
確
認
手
段
も
提
案
し
た
い
と
し
て
い

る
。有

識
者
委
員
会
で
は
、
立
木
取
引
シ
ス
テ
ム

を
通
じ
た
立
木
販
売
を
行
う
た
め
の
出
品
物
件

の
掘
り
起
こ
し
、
販
売
物
件
の
出
品
、
出
品
森

林
の
確
認
、
販
売
条
件
の
設
定
、
マ
ッ
チ
ン
グ

の
実
施
、再
造
林
の
完
了
の
検
査
等
に
つ
い
て
、

利
用
で
き
る
手
段
・
対
応
策
や
課
題
等
が
議
論

さ
れ
た
。

■
東
京
木
材
市
場
（
株
）
問
屋

組
合
設
立
61
周
年
記
念
市
　
特

別
講
演

9
月
7
日
、
東
京
木
材
市
場
（
株
）（
市
川

英
治
社
長
）
の
問
屋
組
合
設
立
61
周
年
記
念
市

が
開
催
さ
れ
、
市
に
先
立
ち
林
野
庁
か
ら
木
材

産
業
課 

鈴
木
清
史 

上
席
木
材
専
門
官
を
招
い

度
に
お
け
る
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
予
定
額

（
速
報
値
）
は
、５
３
４
億
円
（
市
区
町
村
分
：

４
６
７
億
円
、都
道
府
県
分
：
67
億
円
）と
な
っ

て
お
り
、
今
後
、
一
層
本
格
的
な
森
林
整
備
等

の
取
組
が
見
込
ま
れ
る
。

令
和
4
年
度
の
使
途
別
の
内
訳
で
は
、
間
伐

等
の
森
林
整
備
関
係
が
２
３
５
億
円
、
人
材
の

育
成
・
担
い
手
の
確
保
が
68
億
円
、
木
材
利

用
・
普
及
啓
発
が
97
億
円
で
あ
っ
た
。

■
令
和
４
年
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
動
向
調
査
結

果
公
表

８
月
30
日
、
農
林
水
産
省
は
、
令
和
４
年
の

木
材
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
動
向
調
査

結
果
を
公
表
し
た
。
調
査
結
果
の
概
要
は
以
下

の
と
お
り
。

令
和
４
年
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
し
た

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
う
ち
、
木
材
チ
ッ
プ
の
量

は
1
、１
０
５
万
8
、５
５
４
絶
乾
ｔ
と
な
り
、

前
年
に
比
べ
3
・
3
％
増
加
し
た
。

講演会の様子

森林環境譲与税の活用状況

R 1 決算 R 2 決算 R 3 決算 R 4 決算
（速報値）

R 5 予定
（速報値）

市区町村
活用額 65億円 163億円 217億円 341億円 467億円

譲与額 160億円 340億円 340億円 440億円 440億円

都道府県
活用額 31億円 47億円 53億円 58億円 67億円

譲与額 40億円 60億円 60億円 60億円 60億円

合　計
活用額 96億円 210億円 270億円 400億円 534億円

譲与額 200億円 400億円 400億円 500億円 500億円

※�　R 4 決算の金額については、令和 5 年 6 月時点で自治体への聞き
取り結果をとりまとめたもの。

※�　R 5 予定の金額については、令和 5 年 3 月時点で自治体への聞き
取り結果をとりまとめたもの。

森林環境譲与税の活用額
（令和元年度～ ４年度（速報値））

令和
元年度

令和
２ 年度

令和
３ 年度

令和
４ 年度

活用額 96億円 210億円 270億円 400億円

うち間伐等の森林
整備関係 44億円 111億円 150億円 235億円

うち人材の育成・
担い手の確保 31億円 51億円 57億円 68億円

うち木材利用・普
及啓発 21億円 48億円 63億円 97億円

※�　令和 ４ 年度の金額については、令和 ５ 年 ６ 月時点で自
治体への聞き取り結果をとりまとめたもの。

木質バイオマスエネルギーとして利用した
木材チップの由来別利用量（全国）

（単位：絶乾ｔ）

区分 計
間伐・
林地

残材等

製材等
残材

建設資材
廃棄物

（解体材、廃材）

輸入チップ・
輸入丸太を

用いて
国内で製造

左記以外
の木材

（剪定枝等）

平成27年 6,903,327 1,167,820 1,428,193 4,196,929 － 110,385

28　 7,734,236 1,917,839 1,649,070 3,980,407 15,047 171,873

29　 8,726,491 2,634,592 1,500,518 4,126,236 139,169 325,976

30　 9,304,316 2,744,774 1,808,006 4,110,052 334,234 307,250

令和元　 9,423,386 3,029,178 1,711,924 4,063,912 307,015 311,357

2 　 10,416,745 3,910,289 1,674,169 4,197,519 304,386 330,382

3 　 10,707,868 4,113,674 1,791,445 4,010,427 405,517 386,805

4 　 11,058,554 4,518,511 1,731,619 3,941,095 429,183 438,146
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こ
ん
包
用
材
は
１
０
３
万
㎥
で
、
同
11
万
６
千

㎥
（
10
・
1
％
）、
土
木
建
設
用
材
は
37
万
５

千
㎥
で
、
同
３
万
１
千
㎥
（
7
・
6
％
）、
家

具
建
具
用
材
は
５
万
㎥
で
、
同
３
万
４
千
㎥

（
40
・
5
％
）
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

ま
た
、
人
工
乾
燥
材
出
荷
量
は
４
１
０
万
㎥

で
、
前
年
に
比
べ
８
万
７
千
㎥
（
2
・
1
％
）

減
少
し
た
。
製
材
品
出
荷
量
に
占
め
る
人
工
乾

燥
材
出
荷
量
の
割
合
は
47
・
7
％
で
、
前
年
に

比
べ
1
・
6
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

合
単
板
工
場
数
は
１
５
５
工
場
で
、
前
年
に

比
べ
３
工
場
（
1
・
9
％
）
減
少
し
た
。
こ
れ

を
工
場
類
型
別
に
み
る
と
、「
単
板
の
み
」
を

生
産
し
て
い
る
工
場
は
前
年
に
比
べ
３
工
場

（
17
・
６
％
）
増
加
し
、「
特
殊
合
板
の
み
」
を

生
産
し
て
い
る
工
場
は
同
６
工
場（
5
・
6
％
）

減
少
し
た
。「
普
通
合
板
の
み
」
を
生
産
し
て

い
る
工
場
及
び
「
普
通
合
板
と
特
殊
合
板
」
を

生
産
し
て
い
る
工
場
は
前
年
と
比
べ
そ
れ
ぞ
れ

同
数
で
あ
っ
た
。

単
板
消
費
量
は
３
９
７
万
９
千
㎥
で
、
前
年

に
比
べ
12
万
２
千
㎥
（
3
・
2
％
）
増
加
し
た
。

こ
れ
を
用
途
別
に
み
る
と
、
合
板
用
が
３
６
２

万
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
24
万
２
千
㎥
（
7
・

2
％
）
増
加
し
、Ｌ
Ｖ
Ｌ
用
は
35
万
９
千
㎥
で
、

同
12
万
㎥
（
25
・
1
％
）
減
少
し
た
。

普
通
合
板
生
産
量
は
３
０
５
万
９
千
㎥
で
、

前
年
に
比
べ
11
万
３
千
㎥
（
3
・
6
％
）
減
少

し
た
。
こ
の
う
ち
、
針
葉
樹
合
板
生
産
量
は
２

９
１
万
９
千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
16
万
８
千
㎥

（
5
・
4
％
）
減
少
し
た
。

ま
た
、
厚
さ
別
に
み
る
と
、「
12
～
24
㎜
」

は
１
２
７
万
９
千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
12
万
㎥

（
8
・
6
％
）、「
24
㎜
以
上
」
は
１
１
４
万
３

千
㎥
で
、
同
６
万
１
千
㎥
（
5
・
1
％
）
そ
れ

ぞ
れ
減
少
し
た
。

特
殊
合
板
生
産
量
は
51
万
６
千
㎥
で
、
前
年

に
比
べ
２
万
２
千
㎥
（
4
・
5
％
）
増
加
し
た
。

Ｌ
Ｖ
Ｌ
工
場
数
は
12
工
場
で
、
前
年
に
比
べ

３
工
場
（
20
・
0
％
）
減
少
し
た
。
Ｌ
Ｖ
Ｌ
生

産
量
は
25
万
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
８
万
７
千
㎥

（
25
・
8
％
）
減
少
し
た
。
こ
れ
を
用
途
別
に

み
る
と
、
構
造
用
は
15
万
５
千
㎥
で
、
前
年
に

比
べ
６
万
８
千
㎥
（
30
・
5
％
）、
そ
の
他
が

９
万
５
千
㎥
で
、同
１
万
９
千
㎥
（
16
・
7
％
）

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

江
戸
時
代
の
人
は
相
撲
の
番
付
表

を
ま
ね
て
い
ろ
ん
な
も
の
の
番
付
表

を
作
っ
て
楽
し
ん
だ
。
見
立
番
付
と

呼
ば
れ
る
。
温
泉
効
能
の
番
付
を
見

る
と
、東
の
大
関
が
上
州
草
津
の
湯
、

西
の
大
関
が
摂
州
播
磨
の
湯
と
あ

る
。
当
時
の
相
撲
に
は
横
綱
は
な
い

の
で
大
関
が
ト
ッ
プ
。
次
い
で
関
脇
、
小
結
、

前
頭
に
全
国
の
名
湯
が
並
ぶ
。
真
ん
中
に
行
司

と
し
て
大
き
な
字
で
津
軽
大
鰐
の
湯
、
紀
伊
熊

野
本
宮
の
湯
、
伊
豆
熱
海
の
湯
が
あ
る
。
別
格

な
の
だ
ろ
う
。
会
席
料
理
屋
の
番
付
も
あ
る
。

料
理
店
を
ラ
ン
ク
付
け
し
た
い
気
持
ち
は
今
と

同
じ
。
江
戸
時
代
の
初
め
は
外
食
す
る
習
慣
は

な
く
町
中
に
料
理
店
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
明

暦
の
大
火
（
１
６
５
７
年
）
で
江
戸
の
中
心
部

が
焼
け
て
し
ま
い
、
復
興
の
た
め
地
方
か
ら
多

く
の
職
人
が
江
戸
に
入
っ
て
き
た
。
独
身
男
性

が
多
か
っ
た
の
で
外
食
が
必
要
に
な
り
、
屋
台

が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
会
席

料
理
の
店
も
営
業
し
始
め
た
。
利
害
関
係
者
を

接
待
し
た
い
と
い
う
需
要
が
出
て
き
た
の
だ
ろ

う
。
倹
約
料
理
の
お
か
ず
の
番
付
ま
で
あ
る
の

が
興
味
深
い
。
上
位
に
た
く
あ
ん
漬
け
、
ぬ
か

み
そ
漬
け
、
梅
干
し
な
ど
が
並
び
、
魚
料
理
に

は
、
目
差
し
イ
ワ
シ
、
む
き
み
切
干
、
精
進
料

理
に
は
、
は
ち
は
い
豆
腐
、
こ
ぶ
油
揚
げ
な
ど

が
上
位
に
あ
る
。
番
付
を
見
渡
す
と
今
で
も
食

卓
に
並
ぶ
も
の
が
多
く
出
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
日
本
の
食
文
化
を
大
切
に
し
た
い
。
長
者
番

付
に
は
両
替
商
、
呉
服
商
な
ど
と
並
ん
で
材
木

商
の
名
も
み
ら
れ
る
。
深
川
木
場
が
裕
福
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
話
を
料
理
に
戻

し
て
、
今
夏
の
猛
暑
は
夏
バ
テ
す
る
日
が
続
い

た
。
こ
れ
か
ら
飲
食
に
意
欲
が
出
て
く
る
季
節

な
の
で
取
り
戻
そ
う
と
思
う
。

雑 記 帳

こ
の
う
ち
、「
間
伐
材
・
林
地
残
材
等
」
に

由
来
す
る
木
材
チ
ッ
プ
は
４
５
１
万
8
、５
１

１
絶
乾
ｔ
で
前
年
に
比
べ
9
・
8
％
増
加
、

「
製
材
等
残
材
」
に
由
来
す
る
木
材
チ
ッ
プ
は

１
７
３
万
1
、６
１
９
絶
乾
ｔ
で
前
年
に
比
べ

3
・
3
％
減
少
、「
建
設
資
材
廃
棄
物
」
に
由

来
す
る
木
材
チ
ッ
プ
は
３
９
４
万
1
、０
９
５

絶
乾
ｔ
で
前
年
に
比
べ
1
・
7
％
減
少
と
な
っ

た
。

（
注
）
絶
乾
ｔ
と
は
、絶
乾
比
重
（
含
水
率
０
％
）

に
基
づ
き
算
出
さ
れ
た
実
重
量
を
指
す
。

■
令
和
4
年
の
製
材
工
場
・
合

板
工
場
の
動
向

農
林
水
産
省
の
令
和
4
年
の
木
材
統
計
に
よ

る
と
、
製
材
工
場
数
、
製
材
用
動
力
の
出
力
数

製
材
工
場
数
は
3
、８
０
４
工
場
で
、
前
年
に

比
べ
１
４
４
工
場
（
3
・
6
％
）
減
少
し
た
。

こ
れ
を
製
材
用
動
力
の
出
力
階
層
別
に
み
る

と
、
7
・
5
～
75
・
０

kW
未
満
の
階
層
で
増
加

し
、
そ
れ
以
外
の
階
層
で
は
減
少
し
た
。

製
材
用
動
力
の
総
出
力
数
は
63
万
4
、７
４

２
・
７

kW
で
、前
年
に
比
べ
10
万
2
、８
９
０
・

４
kW
（
13
・
9
％
）
減
少
し
た
。
１
工
場
当
た

り
の
出
力
数
は
１
６
６
・
９

kW
で
、
前
年
に
比

べ
19
・
９

kW
（
10
・
7
％
）
減
少
し
た
。

製
材
用
素
材
消
費
量
は
1
、６
０
１
万
２
千

㎥
で
、前
年
に
比
べ
52
万
３
千
㎥
（
3
・
2
％
）

減
少
し
た
。
１
工
場
当
た
り
の
素
材
消
費
量
は

4
、２
０
９
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
21
㎥
（
0
・

5
％
）
増
加
し
た
。

製
材
品
出
荷
量
は
８
６
０
万
㎥
で
、
前
年
に

比
べ
49
万
１
千
㎥
（
5
・
4
％
）
減
少
し
た
。

こ
れ
を
用
途
別
に
み
る
と
、
８
割
強
を
占
め
る

建
築
用
材
は
６
９
６
万
１
千
㎥
で
、
前
年
に
比

べ
31
万
６
千
㎥
（
4
・
3
％
）、木
箱
仕
組
板
・

■
10
月
は
木
材
利
用
推
進
月
間

10
月
8
日
は
木
の
日
、
10
月
は
木
材
利
用
推

進
月
間
で
す
。
全
国
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
以
下
の
木
材
利
用
促
進
本
部
の

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
riyou/kidukai/honbu.htm

l

製材工場数、製材品の出荷量、
合板工場数、合板生産量

年次

製材 合単板

工場数

（工場）

製材品
出荷量

千㎥

工場数

（工場）

普通
合板

生産量
千㎥

特殊
合板

生産量
千㎥

人工
乾燥材
千㎥

針葉樹
合板
千㎥

平成29年 4,814 9,457 3,929 181 3,287 3,143 623

　　30  4,582 9,202 3,930 180 3,298 3,150 580

令和元 4,382 9,032 4,187 176 3,337 3,212 562

　　 ２ 4,115 8,203 3,825 173 2,999 2,896 551

　　 ３ 3,948 9,091 4,187 158 3,172 3,087 494

　　 ４ 3,804 8,600 4,100 155 3,059 2,921 516


